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県民の友今月のこよみ
社会を明るくする運動強調月間
海岸・河川愛護月間
森と湖に親しむ旬間 21～31日

〒640-8585 和歌山市小松原通1-1 t073（432）4111

平成12年〈2000〉7月号 No.743 主な記事
2面 県動物愛護センター
3面 拝啓県民のみなさまへ／日本トルコ友好

110周年／This is 和歌山ブランド⑤
4面 街路事業
5面 夏休み特集
6～7面 お知らせ／同和連載
8面 わかやま北南ニュース／県写真コンテスト

古紙配合率80％再生紙を使用しています。

海
草
郡
野
上
町
に
整

備
を
進
め
て
い
た
県
動

物
愛
護
セ
ン
タ
ー
が
ま

も
な
く
オ
ー
プ
ン
。

テ
ー
マ
は
、「
人
と
動

物
が
共
生
す
る
潤
い
の

あ
る
社
会
づ
く
り
を
め

ざ
し
て
」。
犬
や
ね
こ
、

う
さ
ぎ
な
ど
を
常
時
飼
育
し
て
い
て
、
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
動

物
の
こ
と
や
正
し
い
飼
い
方
を
理
解
し
た
り
身
に
つ
け
た
り

で
き
ま
す
。
ま
た
、
引
き
取
っ
た
犬
・
ね
こ
の
譲
渡
会
を
行

う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ま
も
な
く
夏
休
み
。
家
族
そ
ろ
っ
て
気
軽
に
、
動
物
と
楽

し
く
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
、
人
と
動
物
の
す
て
き
な
関
係
を
、

是
非
、
体
験
し
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
人
と
自
然
と
の
共
生
の
観
点
か
ら
関
心
が
高
ま
っ

て
い
る
野
生
生
物
の
保
護
の
た
め
の
「
県
鳥
獣
保
護
セ
ン
タ

ー
」
も
隣
接
し
て
同
時
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

県動物愛護センターの業務

・動物愛護精神の高揚、動物の適正飼養に関する知
識の普及啓発

・動物の保護や管理、動物による危害の防止
・犬・ねこの引き取り　
・野犬、負傷動物等の収容
・引き取った犬・ねこ、収容した野犬、負傷動物等
の譲渡及び処置

・狂犬病の予防
・人畜に共通する感染症等の調査、研究
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人
と
動
物
の

良
い
関
係

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
は
、
芝
生
敷
き
の
広
い
公
園
が
あ
り
、
家
族
連

れ
が
ピ
ク
ニ
ッ
ク
を
兼
ね
て
、
楽
し
み
な
が
ら
動
物
愛
護
を
学
べ
る
よ

う
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

公
園
に
は
、
動
物
の
聴
覚
や
視
覚
、
平
衡
感
覚
、
ジ
ャ
ン
プ
力
を
体

験
で
き
る
ユ
ニ
ー
ク
な
遊
具
が
あ
り
、
建
物
の
中
に
も
お
も
し
ろ
い
設

備
が
い
っ
ぱ
い
。
展
示
室
で
は
、
ペ
ッ
ト
と
暮
ら
す
日
常
生
活
を
３
面

の
ジ
オ
ラ
マ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
周
囲
に
「
犬
の
気
持

ち
、
ね
こ
の
感
覚
」
に
な
っ
て
通

り
抜
け
ら
れ
る
「
ド
ッ
グ
ロ
ー
ド
、

キ
ャ
ッ
ト
ウ
ォ
ー
ク
」
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は
！
僕
は
も
も
。
く
り
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
、
動
物
愛
護

セ
ン
タ
ー
で
み
ん
な
と
仲
良
く
す
る
の
が
僕
の
お
仕
事
。
遊

ぶ
の
が
大
好
き
な
ん
だ
。

こ
ん
に
ち
は
、
私
は
く
り
。
私
は
、
あ
ま
り
ボ
ー
ル
遊
び

と
か
走
り
回
る
の
は
好
き
じ
ゃ
な
い
け
ど
、
み
ん
な
と
一

緒
に
い
る
の
は
好
き
。
こ
こ
で
、
ふ
れ
あ
い
犬
と
し
て
お

仕
事
で
き
て
幸
せ
。

そ
う
、
僕
た
ち
、
と
っ
て
も
幸
運
だ
よ
ね
。
だ
っ
て
、
僕
も
、
く
り
ち
ゃ
ん
も
飼
い
主
に

捨
て
ら
れ
て
泣
い
て
い
た
の
を
、
保
護
さ
れ
た
ん
だ
。

捨
て
ら
れ
た
と
き
は
、
と
っ
て
も
悲
し
か
っ
た
。
私
た
ち
の
適
切
な
飼
い
方
を
学
ぼ
う
と

し
な
い
飼
い
主
が
い
る
か
ら
、
色
々
な
問
題
が
起
こ
っ
て
い
る
し
、
私
た
ち
の
よ
う
な
捨

て
犬
、
捨
て
ね
こ
が
増
え
て
い
る
ん
だ
っ
て
。

例
え
ば
ね
、
子
犬
や
子
ね
こ
の
時
だ
け
か
わ
い
が
っ
て
大
き
く
な
っ
た
ら
捨
て
る
人
や
、

子
犬
や
子
ね
こ
が
い
ら
な
い
な
ら
避
妊
・
去
勢
す
べ
き
な
の
に
、
そ
れ
を
し
な
い
で
、
子

ど
も
が
産
ま
れ
た
ら
捨
て
る
人
も
い
る
ん
だ
よ
。
飼
い
主
が
、
動
物
の
習
性
・
性
格
を
き

ち
ん
と
理
解
し
て
、
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
飼
え
ば
、
人
と
動
物
は
共
に
生
き
て
い
け
る
ん
だ
。

僕
た
ち
も
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
も
っ
と
み
ん
な
楽
し
く
生
活
で
き
る
は
ず
だ
よ
。

こ
こ
で
は
、
動
物
の
適
正
な
飼
い
方
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
と
、
動
物
愛
護

を
通
し
て
生
命
の
大
切
さ
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
を
め
ざ
し
て
る
の
。

設
備
や
展
示
も
き
っ
と
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
と
思
う
。
そ
れ
に
、

こ
れ
か
ら
犬
の
し
つ
け
方
教
室
や
、
ね
こ
の
適
正
な
飼
い

方
教
室
、
動
物
愛
護
教
室
な
ど
を
開
催
し
て
い
く
予
定
な

の
。
み
ん
な
、
来
て
ね
！

ね
こ
や
う
さ
ぎ
、
モ
ル
モ
ッ
ト
の
み
ん
な
と
一
緒
に
、
待

っ
て
る
よ
！
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大阪・和歌山方面から：阪和自動車道「海南東」インターから車で25分
田辺・白浜方面から：阪和自動車道「海南インター」から車で30分
●駐車場　普通乗用車　102台／バス　5台

県動物愛護センター

問い合わせ

県動物愛護センター
〒640-1251野上町国木原372

t073（489）6500／FAX073（489）6504

開館日　7月16日オープン
日曜日～金曜日（年末・年始を除く）

10:00～16:00

犬のしつけ方教室
あなたのお家のワンちゃんも！
犬にしつけをするには、血統書付きも雑種も関係ありません。
きちんと教えてあげれば、多くの犬はちゃんと理解します。
「やり方が分からない。」という方、一緒に勉強しましょう！
きっと犬と過ごす時間が楽しくなります。

犬のしつけ方教室（毎月１回開催予定）
第１回　7月19日
定　員　30人（事前申し込み必要・先着順）
※飼い犬と一緒に参加してください。

み
ん
な
で
築
こ
う

人
と
動
物
の

良
い
関
係

ももくり

展示室図書情報コーナー
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通
産
大
臣
指
定
　
伝
統
的
工
芸
品

紀
州
桐き

り

た
ん
す

桐
材
は
、
軽
い
う
え
に
水
分
を
一
定
に
保
つ
恒
湿
性
や
耐
火

性
に
優
れ
る
こ
と
か
ら
、
た
ん
す
に
最
も
適
し
た
木
材
の
一
つ

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

和
歌
山
の
桐
た
ん
す
の
歴
史
は
古
く
、
天
保
15
年
（
１
８
４

４
年
）
の
婚
礼
用
品
に
仕
度
さ
れ
た
記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

明
治
中
期
か
ら
大
正
時
代
、
和
歌
山
の
た
ん
す
は
技
術
的
に

高
く
評
価
さ
れ
、

大
阪
圏
を
は
じ
め

と
し
て
他
地
方
へ

も
さ
か
ん
に
出
荷
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
大
産
地
に
発
展
し

ま
し
た
。

そ
の
歴
史
と
伝
統
を
確
実
に
現
代
に
伝
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

昭
和
62
年
に
通
産
大
臣
指
定
伝
統
的
工
芸
品
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。加

工
は
今
も
す
べ
て
熟
練
の
工
匠
た
ち
の
手
仕
事
。
紀
州
桐

た
ん
す
の
も
つ
木
肌
の
美
し
さ
、
柾ま

さ

目
の
色
合
い
は
、
日
本
人

の
心
に
ぴ
っ
た
り
合
い
、
匠
た
く
み.

の
心
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
な
落

ち
着
き
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

和
食
の
良
き
伴
侶り

ょ

醤し
ょ
う

油
和
食
の
海
外
進
出
と

と
も
に
世
界
の
調
味
料

に
な
っ
た
醤
油
は
、
本

県
が
発
祥
の
地
で
す
。

由
良
町
の
興
国
寺
を
開

い
た
法
燈

ほ
っ
と
う

国
師
に
よ
り

中
国
か
ら
伝
え
ら
れ
た

径き
ん

山
寺
味
噌そ

、
こ
れ
を

作
る
桶お
け

に
た
ま
っ
た
汁

が
醤
油
の
発
端
で
す
。

も
と
も
と
は
地
元
の
人

の
煮
炊
き
に
使
わ
れ
て

い
た
も
の
が
、
安
土
桃

山
時
代
に
湯
浅
町
で
商

品
化
さ
れ
出
荷
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

江
戸
時
代
に
は
、
紀
州
徳
川
家
の
保
護
の
も
と
、
さ
ら
に
発

展
し
、
文
化
・
文
政
時
代
に
は
千
戸
の
湯
浅
に
92
軒
の
醤
油
屋

が
あ
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
間
、
千
葉
県
銚
子
を

は
じ
め
各
地
に
そ
の
製
法
を
伝
え
ま
し
た
。

湯
浅
町
の
一
画
に
は
、
板
堀
、
格
子
窓
、
漆
喰く

い

塗
り
の
古
く

か
ら
の
醤
油
醸
造
業
者
の
町
並
み
が
あ
り
、
江
戸
時
代
か
ら
の

手
作
り
の
伝
統
を
守
っ
て
い
て
、
付
近
に
は
醤
油
の
香
ば
し
い

香
り
が
、
今
日
も
た
だ
よ
っ
て
い
ま
す
。

和歌山県産品の中には、生産量日本一

を誇る物、全国に先がけて生産された物、

本県の地域性を活かした独創的な物など、

様々な「和歌山ブランド」があります。

県民の皆さんに「和歌山ブランド」を

知っていただき、ふるさと、和歌山の魅

力を再発見していただければと思います。

和歌山の魅力
再発見 5

日本・トルコ友好110周年記念事業

1890年（明治23年）、串本・大島沖でトルコ軍艦「エルトゥールル号」が台風により
座礁沈没。この時、全島民を挙げて生存者の救助に尽力したことがトルコ本国の人々
に深く感銘を与え、両国の友好の礎となりました。
そのときから今年でちょうど110年。これを記念して、6月3～4日、串本町で記念事

業が行われました。
追悼式典には、土日友好協会名誉総裁の三笠宮寛仁殿下の御臨席のもと、ヤマン・

バシュクト駐日トルコ大使をはじめ多くの関係者
が参列するなか、遭難者の霊を慰めるとともに両
国の友好を堅く誓い合いました。
また、式典参加のためトルコから来航した「ト

ゥルグットレイス号」の艦内見学会やトルコ料理
教室・食文化の交流会などが開かれ、両国の関係
者らが変わらぬ友情を確かめ合いました。

こども県庁探検隊
やってきたぞ　第１陣！
こどもたちが県庁や振興局を訪問し、ふる

さと和歌山について楽しく学ぶ、こども県庁
探検隊。5月30日に野上町立小川小学校の5、
6年生が県庁にやってきました。
隊員たちは、県庁正面玄関から探検を開始。

県庁舎の奥へと進み、防災行政無線統制室や
県議会議場などを探検しました。さらに、隊
員たちは自分たちで決めたテーマ「生石高原
の観光の活性化」「和歌山県の農業の特徴と
移り変わり」を探究。観光課やみかん園芸課、
畜産課などの担当職員と熱心に話し合いまし
た。

梅
雨
空
の
雲
間
か
ら
射
す
日
差
し
は
、
ま
ぶ
し
く

夏
本
番
の
到
来
が
間
近
な
こ
と
を
告
げ
て
い
ま
す
。

今
月
号
で
特
集
し
て
い
ま
す
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ

ー
が
16
日
に
野
上
町
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
へ
行

か
れ
る
と
、
か
わ
い
く
人
な

つ
っ
こ
い
犬
や
ね
こ
が
出
迎

え
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、「
人

と
動
物
が
共
生
す
る
社
会
」

を
わ
か
り
や
す
く
理
解
し
て

も
ら
う
た
め
の
工
夫
を
随
所

に
し
て
い
て
、
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
て
い
た
だ
け

る
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
か
わ

い
い
動
物
も
、
置
き
去
り
に

さ
れ
て
い
た
り
、
捨
て
ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ
を
保
護

さ
れ
た
も
の
で
す
。
多
く
の
捨
て
犬
や
捨
て
ね
こ
を

つ
く
り
出
し
て
い
る
の
は
、
他
な
ら
ぬ
私
た
ち
人
間

の
身
勝
手
さ
で
あ
る
こ
と
に
思
い
を
は
せ
る
と
と
も

に
、
人
や
も
の
、
自
然
に
優
し
い
社
会

を
県
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
つ
く
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
日
増
し
に
暑
さ
が
厳
し
く

な
り
ま
す
が
、
こ
の
夏
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
情
熱
に
置
き
換
え
る
よ
う
な
、
充
実

し
た
日
々
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
し

ま
す
。

県動物愛護センター開所式

洋上追悼式慰霊碑に献花された三笠宮寛仁殿下
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平成10年に完成したＪＲ海南駅付近
の連続立体交差（鉄道の高架化）により、
踏切遮断による交通渋滞が解消され、鉄
道で分断されていた地域が一体的に整備
されるなど地域の人々にとって生活の利
便性が飛躍的に向上しました。
現在、高架の両側を側道として整備し
ており本年度中に完成する予定です。

ＪＲ海南駅付近側道

今日、自動車が身近な交通手段となり、都市部では交通の集中等により交通渋滞が
しばしば発生しています。
街路は、これら渋滞を解消し交通の円滑化をはかるだけでなく、歩行者・自転車の安全な交

通の確保、水道・電線等を地中化するための空間の確保や災害時の避難路・防火帯として、都市の重要な機能をになっています。
県では、安全で快適なくらしができるまちづくりをめざし、地域の皆さんにご理解をいただきながら計画的な街路整備を進めています。

田
辺
市
の
中
心
部
に
あ
る

ア
オ
イ
地
区
（
ア
オ
イ
通
り

商
店
街
）
で
一
体
的
に
進
め

ら
れ
て
き
た
道
路
整
備
と
区

画
整
理
が
完
成
し
、
海
辺
の

雰
囲
気
が
漂
う
新
し
い
商
店

街
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

完
成
し
た
街
路
「
駅
前
扇

ヶ
浜
線
」（
延
長
117
メ
ー
ト

ル
）
は
、
道
幅
が
18
メ
ー
ト

ル
と
従
来
よ
り
７
メ
ー
ト
ル

広
く
な
り
、
安
全
に
行
き
来

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
両
側
に
は
、
幅
4.5
メ

ー
ト
ル
の
カ
ラ
ー
舗
装
さ
れ

た
歩
道
が
整
備
さ
れ
、
電
線

の
地
中
化
に
よ
り
電
柱
が
取

り
除
か
れ
て
快
適
な
空
間
と

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
同
市
銀
座
地
区

（
銀
座
商
店
街
）
に
お
い
て

も
同
様
の
事
業
に
よ
り
、
統

一
的
な
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
街
な
み
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
て
、

本
年
11
月
に
は
完
成
す
る
予
定
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
住
宅
や
商
店
が
密
集
す
る
中
心
市
街
地
で
は
、

道
路
を
含
め
た
周
辺
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
調
和
の
と

れ
た
美
し
い
街
な
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

アオイ地区

銀座地区

道
路
を
含
め
た
街
な
み
整
備

和歌山市内で着々と進む街路事業
ＪＲ和歌山駅前から西に延びるけやき大通りは、代表的な街路の一つ

です。明るく広々とし、四季にあわせ変化に富んだ表情を見せるケヤキ
並木の街路は、行き交う人々に安らぎを与えてくれています。
現在、北部では、東西の幹線道とし

て西脇山口線（幅25メートル）が整
備中で、建設中の第二阪和国道と結ば
れます。
南部では、ＪＲきのくに線との立体

交差を図る湊神前線（幅27メートル）
と南港山東線（幅32メートル）を整
備中で、現在工事中の区間が完成すれ
ば、和歌山市東部から中心部へスムー
ズに行き来できるようになります。

紀伊田辺駅�JRきのくに線�

アオイ地区�

銀座地区�

会
津
川�

田辺大橋�

会津橋�

高尾大橋�
42

湊神前線

けやき大通リ

西脇山口線

26

和歌山市駅�

紀ノ川駅�

南
海
本
線�

紀ノ川大橋�

北
島
橋
�

第
二
阪
和
国
道�

西脇山口線�

県道粉河
加太線�

南海加太線�

宮前駅�

紀三井寺駅�

J
R
き
の
く
に
線�

42
和
歌
川�

新堀橋�

湊神前線�

南
港
山
東
線�

国
体
道
路�

和歌山ビッグホエール�
和歌山ビッグ愛�

小雑賀�
交差点�

安全で快適な都市づくりを支える
街 路 事 業

都市高速鉄道
（連続立体交差事業）
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串本海中観察会
シュノーケルの技術講習後、海中観察
日時 7月20日 10：00～16：00
場所 串本海中公園（串本町）
対象 満18歳以上の方25人（先着順）
申込 7月17日までに環境庁自然保護局近畿地区自然

保護事務所へ電話 t0735（22）0342
問合せ 申込先

水辺観察会
「わくわくウォッチング　in はなぞの」
日時 7月24日 10：00～
場所 花園村保健セン

ター
対象 小・中学生と

その保護者
70人（先着順）

申込 ハガキに住所、氏
名、年齢、電話番号を
記入し、7月17日までに県庁環境管理課 t073
（441）2688

問合せ 申込先

水辺の自然観察会
海水と真水が混ざる汽水域での観察
日時 7月29日 9：00～11：30
場所 ゆかし潟（那智勝浦町）
対象 一般（小学3年生以下は保護者同伴）30人（先着順）
申込 7月21日までに環境庁自然保護局近畿地区自然

保護事務所へ電話 t0735（22）0342
問合せ 申込先

日時 7月30日 9：30～12：00
場所 孔島、鈴島（新宮市）
対象 一般（小学3年生以下は保護者同伴）30人（先着

順）
申込 7月21日までに環境庁自然保護局近畿地区自然

保護事務所へ電話 t0735（22）0342
問合せ 申込先

お父さんとスキンシップ
「父と子どものふれあい体験教室」
期間 8月5～6日（1泊2日）
場所 ふるさと創生館（清水町）
対象 県内在住の小学生とその父親20組程度（初参加

優先、先着順）
申込 ハガキに、住所、氏名、電話番号、子どもの氏

名、年齢、学年を記入し、7月17日までに県子
ども・障害者相談センター〒641－0014和歌山
市毛見琴ノ浦1437－218

問合せ 申込先 t073（445）5311

親子魚つり大会
日時 8月6日 5：00～10：30
場所 和歌山北港魚つり公園（和歌山市）
対象 親子、または大人と子どもの組
問合せ 和歌山北港魚つり公園管理事務所

t073（451）4148

魅惑の熱帯卵生メダカ、その神秘を探る
期間 8月16～17日（1泊2日）
場所 潮岬青少年の家（串本町）
対象 県内在住の小学5年生～高校生50人（先着順）
費用 3,000円程度
申込 7月15日から会場へ電話 t0735（62）0182
問合せ 申込先

紀州っ子遊びのくに
親睦交流、野外活動、創作活動など
期間 8月17～20日（3泊4日）
場所 紀北青少年の家（かつらぎ町）
対象 県内の小学5年生～中学3年生100人
費用 7,000円
申込 往復ハガキに住所、参加者氏名、保護者氏名、

性別、学校名、学年、電話番号を記入し、7月
15日までに各市町村青少年担当課（和歌山市在
住の方は 〒640－8319 和歌山市手平2－1－2
県青少年育成協会）

問合せ （社）県青少年育成協会 t073（435）5236

ひとり親家庭ふれあい県政教室
期間 8月26～27日（1泊2日）
場所 白浜町
対象 原則として小学4～6年生の児童を扶養している

県内のひとり親家庭の親子
費用 親子2人1組5,000円（子1人増すごとに1,000円

加算）
申込 申込用紙を7月21日までに各振興局健康福祉部

健康推進課（和歌山市在住の方は和歌山市家庭
児童室）

問合せ 申込先、県庁児童家庭課 t073（441）2493

満点の星をみナイト！
天体観測や日時計作りなど
期間 8月28～29日（1泊2日）
場所 紀北青少年の家（かつらぎ町）
対象 県内在住の小学4～6年生40人（抽選）
費用 3,900円
申込 8月14日までに住所、氏名、学校名、学年（年齢）、

電話番号を記入し、ハガキ又はＦＡＸで会場〒
64 9－7 1 1 2かつらぎ町中飯降13 1 7－3
FAX0736（22）5531

問合せ 会場 t0736（22）5530

心の輪を広げる体験作文
テーマ 障害のある人とない人との心のふれあいの体験
対象 小学生以上、盲学校・ろう学校・養護学校の小・

中学部・高等部生、一般
規格 400字詰めＢ4版原稿用紙に縦書きで小・中学生部

門は2～4枚、高校生・一般部門は4～6枚
応募 住所、氏名、生年月日、学校名、学年、電話番号

を記入した用紙を添付し、9月6日までに県庁障害
福祉課

問合せ 申込先 t073（441）2530

障害者の日のポスター
テーマ 障害のある人とない人の相互理解をすすめるもの
対象 小・中学生、盲学校・ろう学校・養護学校の小・

中学部生
規格 画用紙Ｂ3版又は四つ切りの縦位置。中学生部門は

標語又は文字を入れてもよいが小学生部門は入れ
ない（「12月9日は障害者の日」の標語は使用不可）

応募 住所、氏名、生年月日、学校名、学年、電話番号
等を記入した用紙を添付し、9月6日までに県庁障
害福祉課

問合せ 申込先 t073（441）2530

紀州・山の日記念作品コンクール
①絵画の部
テーマ みどり豊かな山村
対象 県内の保育所、幼稚園、小・中・高校、盲学校・

ろう学校・養護学校の児童・生徒
規格 四つ切り画用紙
応募 9月6日までに学校等を通じて県庁山村振興課
②短歌、俳句、川柳、詩の部
テーマ 森林の恵みとそれを支える山村への理解と関心を

深めるもの
規格 1人3作品以内
応募 封筒に「紀州・山の日記念作品」と朱書き、別紙に住

所、氏名、電話番号、年齢、性別を記入し、9月6日
までに県庁山村振興課（ハガキ可）

問合せ 申込先 t073（441）2993

明るい選挙啓発ポスター募集
テーマ 明るい選挙をおしすすめるもの
対象 小・中・高校、盲学校・ろう学校・養護学校の児

童・生徒、高等専門学校1～3年生
規格 四つ切り、八つ切り画用紙
応募 作品裏面に住所、学校名、学年、氏名（ふりがな）

を記入し、9月8日までに各市町村選挙管理委員会
問合せ 申込先 t073（441）3785

きのくに川の日絵画コンクール
テーマ 県内の川について
対象 県内在住の小・中学生
規格 四つ切り（裏に学校名、住所、氏名、学年、電話

番号記入）
応募 9月20日までに県庁河川課
問合せ 申込先 t073（441）3134

夏の子どもをまもる運動
（7～8月）

～みんな　そろって　すこやかに～
水の事故や交通事故を防止し、非行の芽をつみと
り、すべての子どもたちが明るく、正しく、たくま
しく育つことを願って、夏の子どもをまもる運動を
すすめています。
この夏が、子どもたちにとって有意義で良い思い
出となるよう皆さまのご協力をお願いします。

孔
く

島・鈴島「磯の自然観察会」



事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
は
、「
預
り
金

的
性
格
を
有
す
る
税
」
で
す
。
納
期
限
ま

で
に
き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う
。
納
付
は
、

銀
行
・
郵
便
局
で
で
き
ま
す
。

問
各
税
務
署

７
月
は
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
月
間

血
液
は
皆
さ
ん
の
「
善
意
の
献
血
」
に
よ

っ
て
の
み
得
ら
れ
る

有
限
な
も
の
で

す
。
愛
の
献
血

に
ご
協
力
お
願

い
し
ま
す
。

問
県
庁
薬
務
課

県
立
図
書
館
紀
南
分
館
利
用
時
間
の

一
部
変
更
（
７
月
21
日
〜
８
月
31
日
）

「
親
と
子
の
図
書
室
」
開
室
時
間

火
〜
土
曜
　
10
〜
12
時
、
14
〜
17
時

※
８
月
１
日
は
館
内
整
理
の
た
め
休
館

時…期日・時間　場…場所・会場　定…定員　対…対象・資格　費…費用　申…申込・応募方法　問…お問い合わせ 抽 …希望者多数の場合抽選
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募

集

おしらせ
INFORMATION

県
営
住
宅
入
居
者

申
込
書
配
布
７
月
18
日
〜
８
月
７
日
に

各
振
興
局
建
設
部
（
海
草
振
興
局
除
く
）、

有
田
市
、
有
田
郡
内
各
町
、
県
庁
住
宅
課
、

県
住
宅
供
給
公
社

問
有
田
振
興
局
建
設
部
t
０
７
３
７（
63
）

４
１
１
１

県
洋
上
老
人
大
学
「
長
寿
丸
」

屋
久
島
（
鹿
児
島
県
）
を
訪
問

時
10
月
３
〜
５
日

対
県
内
在
住
の
65
歳
以
上
（
平
成
12
年

10
月
１
日
現
在
）
で
、
洋
上
老
人
大
学
の

経
験
を
地
域
で
活
か
せ
る
方
　
500
人

費
４
０
、
０
０
０
円

申
７
月
25
日
ま
で
に
居
住
地
の
市
町
村

問
申
込
先

手
づ
く
り
紙
芝
居
コ
ン
ク
ー
ル

対
県
内
在
住
、通
学
、通
勤
の
方
又
は
団
体

申
９
月
20
日
ま
で
に
〒
641
―
０
０
５
１

和
歌
山
市
西
高
松
１
―
７
―
38
県
立
図
書

館
へ
郵
送
又
は
持
参

※
11
月
３
日
に
入
選
作
品
を
自
演
後
、
優

秀
作
品
等
を
表
彰
し
ま
す
。

問
申
込
先
t
０
７
３（
436
）９
５
０
０

水
生
生
物
に
よ
る
水
質
調
査

県
内
の
河
川
で
石
に
付
い
て
い
る
生
物
を

観
察
し
、
そ
の
種
類
と
数
か
ら
水
質
を
調

べ
て
く
だ
さ
る
方
を
募
集

申
９
月
30
日
ま
で
に
県
庁
環
境
管
理
課
、

最
寄
り
の
県
の
保
健
所

問
申
込
先

訪
問
看
護
婦
養
成
講
習
会

時
９
月
12
日
〜
11
月
30
日
毎
週
３
回
不

規
則
（
30
日
間
）

場
県
看
護
研
修
セ
ン
タ
ー（
和
歌
山
市
）

対
看
護
職
の
有
資
格
者
、
看
護
職
経
験

５
年
以
上
で
全
日
程
参
加
可
能
な
方（
現

在
離
職
５
年
以
上
の
場
合
は
、
再
就
業
看

護
婦
等
講
習
会
の
受
講
必
要
）
30
人

申
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

免
許
の
種
類
、
経
験
年
数
、
電
話
番
号
、

勤
務
先
、
訪
問
看
護
実
施
又
は
予
定
の
有

無
を
記
入
し
、
７
月
31
日
ま
で
に
（社）
県

看
護
協
会
〒
641
―
０
０
３
６
和
歌
山
市

西
浜
１
０
１
４
―
27

問
申
込
先
t
０
７
３（
446
）０
１
２
１

社
会
人
夏
期
公
開
講
座（
情
報
処
理
）

時
７
月
21
日
〜
８
月
３
日
　
18
〜
21
時

場
青
陵
高
校
（
和
歌
山
市
）

対
社
会
人
　
20
人
（
先
着
順
）

費
２
、
５
０
０
円

申
７
月
11
〜
14
日
に
会
場

問
会
場
t
０
７
３（
422
）５
６
６
０

生
活
教
養
講
座
（
木
曜
教
室
）

内
容

暮
ら
し
に
役
立
つ
基
礎
的
知
識

時
７
月
13
日
〜
９
月
28
日
の
毎
週
木
曜

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
和
歌
山
市
）

申
電
話
で
会
場
t
０
７
３（
433
）１
５
５
１

問
申
込
先

経
営
・
技
術
等
診
断
助
言

①
経
営
、
技
術
、
人
材
、
情
報
化
等
に
係

る
問
題
へ
の
診
断
助
言
を
希
望
す
る
中
小

企
業
者
等
の
募
集

対
県
内
の
創
業
者
、
経
営
革
新
等
に
よ

り
経
営
の
向
上
を
め
ざ
す
中
小
企
業
者

②
経
営
・
技
術
等
診
断
助
言
を
行
う
専
門

家
を
募
集

対
中
小
企
業
診
断
士
、
技
術
士
、
公
認

会
計
士
、
税
理
士
、
社
会
保
険
労
務
士
等

申
①
②
（財）
県
中
小
企
業
振
興
公
社

問
申
込
先
t
０
７
３（
432
）３
４
１
３

ふ
る
さ
と
建
築
景
観
賞

県
内
の
美
し
い
建
築
物
（
概
ね
５
年
以
内

に
完
成
の
も
の
）
や
、
す
て
き
な
ま
ち
な

み
を
推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。（
国
・
県
の

施
設
は
除
く
）

推
薦
用
紙
配
布
各
市
町
村
、
各
振
興
局

建
設
部
（
海
草
振
興
局
除
く
）

申
７
月
31
日
ま
で

問
県
庁
建
築
課

ぜ
ん
そ
く
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

ぜ
ん
そ
く
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
、
発

作
へ
の
対
処
法
を
学
ぶ

時
７
月
30
日
〜
８
月
１
日（
２
泊
３
日
）

場
県
立
み
は
ま
養
護
学
校
、
国
立
療
養

所
和
歌
山
病
院（
美
浜
町
）

対
県
内
在
住
で
、
ぜ
ん
そ
く
で
お
困
り

の
児
童
・
生
徒
及
び
保
護
者
40
人

費
１
５
、
０
０
０
円

申
７
月
17
日
ま
で
に
県
立
み
は
ま
養
護

学
校
t
０
７
３
８（
23
）２
３
７
９
、
国
立

療
養
所
和
歌
山
病
院
t
０
７
３
８（
22
）３

２
５
６

問
申
込
先

「
家
庭
の
日
」
標
語
・
絵
画

テ
ー
マ
家
族
の
団
ら
ん
や
温
か
い
心
の

ふ
れ
あ
い

規
格

標
語
＝
自
由

絵
画
＝
四
つ
切
り
画
用
紙

申
９
月
２
９
日
ま
で
に
各
市
町
村
民
会

議
（
各
市
町
村
教
育
委
員
会
内
）、
和
歌

山
市
在
住
者
は
和
歌
山
市
青
少
年
室

問
県
青
少
年
育
成
協
会
t
０
７
３（
435
）

５
２
３
６

人
権
啓
発
標
語

テ
ー
マ
身
の
回
り
に
あ
る
様
々
な
人
権

問
題
の
解
決
に
向
け
て

対
県
内
在
住
、
通
勤
、
通
学
の
方

申
標
語
と
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
連
絡

先
電
話
番
号
、
勤
務
先
・
所
在
地
（
学
生

は
学
校
名
、
学
年
）
を
記
入
し
、
８
月
１

日
〜
10
月
31
日
に
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ

ー
ル
で
「
ハ
ロ
ー
喜
の
国
ふ
れ
あ
い
人
権

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
標
語
募
集
係
」（
県
庁

福
祉
保
健
総
務
課
内
）FAX
０
７
３（
425
）６

５
６
０
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
スch

ra-
agpc@

m
uc.biglobe.ne.jp

問
申
込
先
、
各
振
興
局
地
域
行
政
課

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
標
語

テ
ー
マ
犯
罪
や
非
行
の
防
止
、
犯
罪
者

の
更
生

申
ハ
ガ
キ
１
通
に
１
作
品
。
氏
名
、
住

所
、
電
話
番
号
、
学
校
名
・
勤
務
先
、
年

齢
、
性
別
を
記
入
し
、
７
月
31
日
ま
で
に

〒
100
―
８
９
７
７
千
代
田
区
霞
ヶ
関
１
―

１
―
１
法
務
省
広
報
室
（「
社
明
標
語
」

と
朱
書
き
）

問
申
込
先
t
０
３（
３
５
８
０
）４
１
１
１

教
員
の
た
め
の
レ
ク
ス
ク
ー
ル

教
職
員
に
冒
険
教
育
を
紹
介
。
ゲ
ー
ム
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
を
体
験
、
理
論
を
学
ぶ
。

時
８
月
26
〜
27
日（
１
泊
２
日
）

場
潮
岬
青
少
年
の
家（
串
本
町
）

対
幼
稚
園
・
保
育
園
・
小
・
中
・
高
校

の
教
職
員
、
又
は
教
職
員
を
め
ざ
す
方

30
人
（
先
着
順
）

費
７
、
０
０
０
円
程
度

申
７
月
15
日
か
ら
会
場
へ
電
話
t
０
７

３
５（
62
）０
１
８
２

問
申
込
先

園
芸
技
術
体
験
開
放
講
座
（
無
料
）

時
・
内
容

８
月
10
日
＝
園
芸
作
業
体
験
、

20
日
＝
秋
ま
き
野
菜
の
作
り
方

場
県
農
業
大
学
校（
か
つ
ら
ぎ
町
）

定
25
人（
先
着
順
）

申
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
講
座
名
を
記
入
し
、
講
座
開

催
10
日
前
ま
で
に
会
場
〒
649
―
０
１
１

２
か
つ
ら
ぎ
町
中
飯
降
422

問
会
場
t
０
７
３
６（
22
）２
２
０
３

地
域
を
緑
で
い
っ
ぱ
い
に

緑
の
募
金
か
ら
、公
園
・
学
校
な
ど
公
共

施
設
の
緑
化
や
、森
づ
く
り
・
森
林
整
備
を

行
う
団
体
を
募
集
。経
費
を
助
成
し
ま
す
。

申
７
月
30
日
ま
で
に
県
緑
化
推
進
会

（
県
庁
森
林
整
備
課
内
）

問
申
込
先

Ｕ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア

Ｕ
タ
ー
ン
就
職
希
望
者
に
企
業
の
人
事
担

当
者
と
の
面
談
や
公
共
職
業
安
定
所
に
よ

る
職
業
相
談
等

時
・
場
８
月
12
日
＝
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
ハ

ナ
ヨ
（
田
辺
市
）、
８
月
13
日
＝
和
歌
山

タ
ー
ミ
ナ
ル
ホ
テ
ル
（
和
歌
山
市
）、
８

月
14
日
＝
御
坊
市
民
文
化
会
館
（
御
坊
市
）、

８
月
15
日
＝
新
宮
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ

ー
（
新
宮
市
）

問
県
庁
労
政
能
力
開
発
課
雇
用
推
進
室
、

最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所

団
地
名
　
　
　
　
　
　
　
募
集
戸
数

糸
我

（
有
田
市
）

３

宮
原

（
有
田
市
）

３

港

（
有
田
市
）

５

青
木

（
湯
浅
町
）

４

御
殿
場

（
湯
浅
町
）

７

和
田

（
広
川
町
）

１

徳
田

（
吉
備
町
）

４

糸
野

（
金
屋
町
）

３

吉
原

（
金
屋
町
）

２
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「県民の友」を掲載している和歌山県のインターネットホームページはhttp://www.wakayama.go.jp/

私
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
が
あ

り
ま
す
。
け
れ
ど
、
実
さ
い
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
経
験
し
た
事
は
、
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
私
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ

て
色
々
な
人
と
き
ず
な
を
作
っ
て
行
き
た
い

と
ず
っ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
、
お
ば
あ
さ
ん
達

と
お
話
し
ま
し
た
。
お
ば
あ
さ
ん
達
が
、

楽
し
そ
う
に
話
し
か
け
て
く
れ
る
の
を
見

て
い
る
と
、
お
話
す
る
だ
け
で
も
き
ず
な

が
深
く
な
る
ん
だ
な
と
思
い
、
う
れ
し
く

な
り
ま
し
た
。

そ
の
日
、
初
め
て
車
い
す
を
つ
き
ま
し
た
。

少
し
重
み
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
車
い
す
を

つ
い
て
あ
げ
る
と
、
お
ば
あ
さ
ん
が
、

「
あ
り
が
と
う
よ
。」

と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
も
っ
と
う
れ

し
く
な
り
ま
し
た
。
こ
う
い
う
事
を
し
て
あ

げ
る
だ
け
で
も
、
お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ

ん
と
ふ
れ
合
い
を
作
っ
て
い
け
る
ん
だ
な
ぁ
、

と
も
っ
と
確
信
し
ま
し
た
。

で
も
、
時
々
お
ば
あ
さ
ん
や
お
じ
い
さ
ん

が
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
事

が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
そ
ん
な
時
、
そ
の

言
葉
に
答
え
て
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
事
が

く
や
し
く
な
っ
た
。
言
葉
を
分
か
っ
て
あ

げ
ら
れ
な
か
っ
た
事
が
情
け
な
か
っ
た
。

と
ま
ど
っ
た
し
、
本
当
に
つ
ら
か
っ
た
。

心
の
ど
こ
か
が
「
ず
ん
」
と
重
く
な
っ
た
。

少
し
苦
し
か
っ
た
。

ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
歌
を
歌
っ
た
り
も
し

ま
し
た
。
み
ん
な
笑
顔
で
一
所
け
ん
命
に
、

競
ぎ
を
楽
し
ん
で
く
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん

な
す
が
た
が
と
て
も
ま
ぶ
し
く
思
え
ま
し
た
。

私
達
が
色
々
な
事
を
し
て
あ
げ
る
と
、
お

じ
い
さ
ん
達
が
楽
し
そ
う
に
笑
っ
て
喜
ん
で

く
れ
た
事
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
、
喜
ん
で

も
ら
え
た
事
が
一
番
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

た
っ
た
三
日
間
だ
け
れ
ど
、
お
ば
あ
さ
ん
や

お
じ
い
さ
ん
の
思
い
出
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

私
達
は
、
こ
の
三
日
間
で
色
々
な
事
を
勉

強
し
ま
し
た
。
き
っ
と
大
切
な
大
切
な
事
を

た
く
さ
ん
学
ん
だ
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
れ
ば
、
色
々
な
人
に
近

づ
け
る
ん
だ
な
、
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
積
き
ょ
く
的

に
し
、
色
々
な
人
に
近
づ
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
も
っ
と
お
年
寄
り
の
人
達

を
大
切
に
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
連
載
は
、
県
同
和
委
員
会
が
毎
年
募
集
す
る
同
和
運
動
啓
発
作
文

の
入
選
作
品
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
の
中
で
素
直
に
見
つ
め
た
「
人
権
」

へ
の
ま
な
ざ
し
。

私
た
ち
大
人
へ
の
呼
び
か
け
で
す
。

（
平
成
11
年
度
入
選
作
品
）

「
サ
マ
ー
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
」

川
辺
町
　
和
佐
小
学
校
　
５
年
　
岡
本
　
亜
祐

同和連載�

生
涯
学
習
に
関
す
る
情
報
は
「
和
歌
山
県
学
習

情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

http://w
g
s.w
akayam

a-lib.g
o.jp/

ご
あ
ん
な
い

献血マスコットキャラクター

「愛ちゃん」
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県
立
自
然
博
物
館

特
別
展
「
和
歌
山
県
へ
の
帰
化
淡
水
魚
」

外
国
か
ら
持
ち
込
ま
れ
日

本
国
内
で
繁
殖
し
て
い
る

淡
水
魚
が
在
来
種
に
与
え

る
影
響
な
ど

時
７
月
20
日
〜
８
月
31
日

問

県
立
自
然
博
物
館
t
０

７
３（
483
）１
７
７
７

住
宅
金
融
公
庫
か
ら
お
知
ら
せ

住
宅
金
融
公
庫
で
は
返
済
が
困
難
な
方
に

対
し
て
返
済
方
法
の
変
更
な
ど
の
返
済
相

談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

相
談
電
話
住
宅
金
融
公
庫
大
阪
支
店

t
０
６（
６
２
８
１
）９
５
６
９

特
別
弔
慰
金
の
請
求
に
つ
い
て

戦
没
者
死
亡
当
時
の
三
親
等
内
親
族
で
公

務
扶
助
料
、
戦
没
者
遺
族
年
金
等
の
受
給

権
者
が
平
成
７
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
11

年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
死
亡
し
て
い
る

場
合
に
請
求
で
き
ま
す
。

平
成
14
年
３
月
31
日
ま
で
に
居
住
地
の
市

町
村
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

問
県
庁
社
会
福
祉
課

夏
の
交
通
事
故
防
止
県
民
運
動

時
７
月
11
〜
20
日

運
動
の
重
点
①
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
と
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
の
徹
底
②
子
ど
も
と

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
③
暴
走
等
無
謀

運
転
の
追
放

問
県
庁
県
民
生
活
課

和
歌
山
駅
・
あ
ろ
ち
周
辺

地
域
安
全
決
起
大
会

時
７
月
15
日
　
18
時
〜

場
大
新
小
学
校（
和
歌
山
市
）

問
安
全
で
快
適
な
和
歌
山
駅
・
あ
ろ
ち

を
つ
く
る
協
議
会
（
県
警
察
本
部
内
）

t
０
７
３（
473
）１
７
２
１
（
内
２
３
３
）

「
住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関

す
る
法
律
」
施
行
に
伴
う
講
習
会

内
容

住
宅
性
能
表
示
制
度
等
に
つ
い
て

時
・
場
８
月
２
日
＝
日
赤
会
館（
和
歌
山
市
）、

８
月
３
日
＝
西
牟
婁
振
興
局（
田
辺
市
）

問
県
庁
建
築
課
　
　
　

県
内
河
川
一
斉
清
掃
活
動

時
７
月
16
日

場
県
内
の
１
、
２
級
河
川

問
各
振
興
局
建
設
部

行
方
不
明
者
を
捜
す
相
談
所
開
設

時
・
場
８
月
14
日
＝
田
辺
警
察
署
、
８
月

15
日
＝
新
宮
警
察
署
、
８
月
17
、
18
日
＝

Ｊ
Ａ
ビ
ル
特
設
会
場（
和
歌
山
市
）、
８
月

21
日
＝
橋
本
警
察
署

問
県
警
察
本
部
鑑
識
課
t
０
７
３（
473
）

１
７
２
１

看
護
職
員
の
合
同
就
職
説
明
会
・

再
就
業
移
動
相
談
会

時
・
場
８
月
７
日
＝
県
民
文
化
会
館（
和

歌
山
市
）、
８
月
21
日
＝
那
賀
総
合
庁
舎

（
岩
出
町
）、
９
月
７
日
＝
西
牟
婁
総
合
庁

舎（
田
辺
市
）、
９
月
20
日
＝
東
牟
婁
総
合

庁
舎（
新
宮
市
）
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

問
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
t
０
７
３（
446
）０

１
２
１
、
県
庁
医
務
課

ビ
ッ
グ
ホ
エ
ー
ル
カ
ラ
ー
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ

時
７
月
29
、
30
日

19
〜
21
時

場
和
歌
山
ビ
ッ
グ
ホ

エ
ー
ル（
和
歌
山
市
）

問
会
場
t
０
７
３

（
433
）０
０
３
５

県
職
員
採
用
Ⅱ
・
Ⅲ
種

時
９
月
24
日

場
Ⅱ
・
Ⅲ
種
＝
県
立
和
歌
山
高
校（
和
歌

山
市
）、
県
立
田
辺
工
業
高
校（
田
辺
市
）

Ⅲ
種
の
み
＝
県
立
新
宮
高
校（
新
宮
市
）

試
験
区
分
・
採
用
予
定
人
数

Ⅱ
種

土
木
職
＝
３
人
程
度
、
農
業
職
＝

１
人
程
度
、
農
業
土
木
職
＝
１
人
程
度

Ⅲ
種

一
般
事
務
＝
８
人
程
度
、
土
木
＝

３
人
程
度
、
農
業
＝
１
人
程
度
、
農
業
土

木
＝
１
人
程
度
、
林
業
＝
１
人
程
度
、
学

校
事
務
＝
３
人
程
度
、
警
察
事
務
＝
１
人

程
度

受
験
資
格
Ⅱ
種
＝
昭
和
48
年
４
月
２
日

か
ら
昭
和
56
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
　
Ⅲ
種
＝
昭
和
51
年
４
月
２
日
か
ら

昭
和
58
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

（
４
年
制
大
学
等
の
在
学
期
間
が
２
年
以

上
の
方
を
除
く
）

申
込
書
配
布
県
人
事
委
員
会
事
務
局
、
県

パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
各
振
興
局
県
民

行
政
部
総
務
課
、
海
草
振
興
局
建
設
部
海

南
工
事
事
務
所
、
東
牟
婁
振
興
局
串
本
建

設
部
総
務
管
理
課
、
県
東
京
事
務
所
、
県

大
阪
観
光
セ
ン
タ
ー
、
県
内
各
警
察
署
等

受
付

郵
送
＝
８
月
11
〜
25
日
持
参
＝
８

月
21
〜
25
日
に
県
人
事
委
員
会
事
務
局

問
申
込
先

県
警
察
官
Ｂ
採
用

時
９
月
17
日

場
県
立
星
林
高
校（
和
歌
山
市
）、
県
立

田
辺
商
業
高
校（
田
辺
市
）

試
験
区
分
・
採
用
予
定
人
数

男
性
＝
12
人
程
度
、
女
性
＝
２
人
程
度

受
験
資
格
昭
和
46
年
４
月
２
日
か
ら
昭

和
58
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
。

た
だ
し
、
４
年
制
大
学
等
の
卒
業
者
、
卒

業
見
込
み
の
方
は
除
く
。

申
込
書
配
布
県
人
事
委
員
会
事
務
局
、

県
警
察
本
部
警
務
課
、
県
内
各
警
察
署

受
付

郵
送
＝
７
月
28
日
〜
８
月
11
日

持
参
＝
８
月
７
〜
11
日
に
県
人
事
委
員
会

事
務
局

問
申
込
先

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
等
の
中
学

校
卒
業
程
度
認
定

時
11
月
６
日

場
県
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー（
和
歌
山
市
）

願
書
受
付
８
月
１
〜
31
日
に
県
教
育
委

員
会
学
校
教
育
課

問
願
書
受
付
先

宅
地
建
物
取
引
主
任
者
資
格

時
10
月
15
日

対
県
内
在
住
の
方

願
書
配
布
７
月
３
〜
28
日
に
（社）
県
宅
地

建
物
取
引
業
協
会
本
部
・
支
部
、
県
庁
建

築
課
、
各
振
興
局
建
設
部（
海
草
振
興
局

除
く
）

願
書
受
付
７
月
24
〜
28
日

問
（社）
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
本
部

t
０
７
３（
471
）６
０
０
０

県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
研
究
員

職
種

環
境
・
分
析
化
学
分
野
系

採
用
予
定
人
数
１
人
程
度

対
昭
和
41
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
54
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

募
集
期
間
７
月
５
日
〜
８
月
４
日

問
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
総
務
課
t
０

７
３（
477
）１
２
７
１

勤
労
者
子
育
て
・
介
護
支
援
モ
デ

ル
事
業

平
成
12
年
４
月
１
日
以
降
に
育
児
や
介
護

支
援
の
モ
デ
ル
制
度
を
導
入
し
て
い
る
県

内
の
中
小
企
業
事
業
主
に
助
成
金
を
交
付

モ
デ
ル
制
度
の
基
準
短
時
間
勤
務
制
度
、

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
度
、
始
業
・
終
業

時
刻
の
繰
り
上
げ
、
繰
り
下
げ
制
度
等

申
12
月
末
日
ま
で

問
県
庁
労
政
能
力
開
発
課

融
資
など

再
就
職
希
望
女
性
の
技
術
講
習
会

科
目
①
②
ワ
ー
プ
ロ
と
パ
ソ
コ
ン
の
初
歩

③
社
会
保
険
労
務
事
務

時
①
８
月
30
日
〜
10
月
５
日
の
火
〜
金
曜

②
９
月
12
日
〜
10
月
12
日
の
月
〜
金
曜

③
９
月
19
日
〜
11
月
30
日
の
火
・
木
曜

場
①
有
田
市
民
会
館（
有
田
市
）

②
オ
フ
ィ
ス
メ
イ
ト（
田
辺
市
）

③
県
女
性
セ
ン
タ
ー（
和
歌
山
市
）

申
①
７
月
25
〜
27
日
に
有
田
市
商
工
観
光

課
②
８
月
７
〜
９
日
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

紀
南
支
所
（
田
辺
市
）
③
８
月
２
〜
４
日
に

県
女
性
セ
ン
タ
ー
　
※
各
申
込
先
に
ハ
ガ
キ

１
枚
持
参
し
本
人
来
所

※
①
②
は
一
時
保
育
あ
り

は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
（
文
書
作
成
）

科
目
８
月
７
〜
11
日
　
18
時
30
分
〜

場
県
女
性
セ
ン
タ
ー
（
和
歌
山
市
）

対
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
20
人
　
抽

申
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業
、
電
話
番
号
、
講
座
名
を
記
入
し
、
７

月
24
日
ま
で
に
会
場
　
※
一
時
保
育
あ
り

託
児
ル
ー
ム
保
育
者
育
成
講
座

時
８
月
28
〜
31
日
、
９
月
１
、
４
日
と
保

育
実
習
を
別
途
１
日
実
施

場
田
辺
女
性
セ
ン
タ
ー
（
田
辺
市
）

対
託
児
保
育
の
自
主
グ
ル
ー
プ
づ
く
り
に
参

加
で
き
、就
労
を
希
望
す
る
20
歳
以
上
の
方

20
人
（
選
考
）

申
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
住
所
、
氏
名
、
性

別
、
年
齢
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
希
望

動
機
、
講
座
名
を
記
入
し
、
７
月
31
日
ま
で

に
県
女
性
セ
ン
タ
ー
　
※
一
時
保
育
あ
り

り
ぃ
ぶ
る
わ
い
わ
い
ス
ペ
ー
ス

テ
ー
マ
自
然
な
お
産
っ
て
す
ば
ら
し
い

時
８
月
３
日
　
18
時
30
分
〜

場
県
女
性
セ
ン
タ
ー
（
和
歌
山
市
）

定
40
人

申
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
講

座
名
を
記
入
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
電
話
で
県
女

性
セ
ン
タ
ー
。
一
時
保
育
申
込
は
７
月
27
日

ま
で
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
・
き
の
く
に
「
癒い

や

し
」
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

少
子
高
齢
社
会
を
支
え
る
「
癒
し
」
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
来
年
１
月
ま

で
県
内
４
会
場
で
講
座
等
を
開
催

講
演
会
「
あ
な
た
の
た
め
の
男
女
共
生
」

講
師
松
原
敏
美
（
弁
護
士
）

時
７
月
30
日
　
13
時
〜

場
貴
志
川
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

申
一
時
保
育
希
望
は
７
月
19
日
ま
で
に
会

場
t
０
７
３
６（
64
）２
２
７
３

問
県
女
性
セ
ン
タ
ー
〒
640
―
８
３
１

９
和
歌
山
市
手
平
２
―
１
―
２
和
歌

山
ビ
ッ
グ
愛
９
階
t
０
７
３
（
435
）
５

２
４
５

FAX
０
７
３
（
435
）
５
２
４
７

農山漁村フォトコンテスト

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
方
へ

◎
被
災
者
自
立
支
援
金
の
申
請
に
つ
い
て

申
請
期
限
日（
平
成
12
年
４
月
28
日
）に
支

給
要
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合
は
一
定
の

条
件
の
も
と
に
申
請
で
き
ま
す
。

問
兵
庫
県
生
活
復
興
課

t
０
７
８（
362
）４
０
２
２

大
阪
府
防
災
室

t
０
６（
６
９
４
２
）９
６
７
７

「ダメ。ゼッタイ。」
普及運動実施中

テ ー マ 県内の農村・山村・漁村風景やそれぞれの仕事に従事する

人々の日常生活風景など

募集規定
応募資格 アマチュアに限る

サ イ ズ カラー・白黒ともキャビネサイズ以上、四つ切り（ワイド

四つ切り可）まで。組み写真不可。

記載事項 応募票（自作可）に画題、住所、氏名、職業、電話番号、

撮影場所、撮影日を記入し、作品裏面に貼付のこと。

応募点数 制限なし

応募期間 7月14日～8月15日

審査と発表
審　　査 和歌山県が委嘱した審査員による

発　　表 受賞者に通知（8月下旬予定）

展　　示 9月9、10日に和歌山マリーナシティ内ＷＡＶＥ（予定）

賞　 最優秀賞（県知事賞）1点　　入賞9点　　佳作10点

その他
・受賞作品の著作権は和歌山県に帰属し、応募作品は返却しません。

・受賞者は通知があり次第原版を提出してください。

応募・問合せ　県庁農業振興課

麻
薬
・
覚
せ
い
剤
・
シ
ン
ナ

ー
等
薬
物
乱
用
を
な
く
し
ま

し
ょ
う
。

問
県
庁
薬
務
課

試
験

考
え
よ
う
　
知
ろ
う
　
語
ろ
う

北
方
領
土
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完成した海南警察署新庁舎

県立近代美術館 t073（436）8690
コレクション展 美術館へ行こう2 7月25日～10月15日

県植物公園緑花センター t0736（62）4029
写生展 7月15日～8月13日　
草花と観葉植物の育て方※ 7月23日
親と子の押花教室※　花の押し方まで 7月27日

作品の仕上げ 8月3日
植物の観察と採取※ 8月6日
※は事前申込み必要

片男波公園万葉館 t073（446）5553
万葉かるたゲーム

万葉歌の上の句と下の句によ
るかるたゲーム
万葉シアター

「紀伊国の万葉歌」「紀伊国万葉の旅」

テレビ テレビ和歌山
テイクオフきのくに21 毎週日曜日

10時～、（再）22時30分～
7月16日　夏休み特集
7月23日　農産物加工販売／図書館利用
7月30日　和歌山工科大学　
8月 6日　道路をまもる　
8月13日　山村へ行こう～グリーンツーリズムのすすめ～

県民チャンネル 月～金曜日 20時55分～
県政フラッシュ 金曜日 17時40分からのニュ

ースライフライン内

ラジオ 和歌山放送
県民マイク 土曜日 14時30分～
県庁だより 毎　日 11時40分～、（再）18時～

FMCO・CO・LO 76.5ＭＨｚ
ワカヤマ・エメラルド・サンシャイン

土曜日 11時～

文字放送 テレモ西日本　511♯
紀の国・和歌山情報　　毎日　5～24時

催　 し�

お 気 軽 に ど う ぞ �
交通事故相談 t073（441）2359
【常設相談】月～金曜日（東牟婁振興局は水

曜日を除く）
場所 県庁交通事故相談所、東牟婁振興局
【弁護士による相談】●県庁交通事故相談所　7月
17日、8月7日　受付 13～14時　●東牟婁振興
局　7月21日、8月4日　受付 正午まで
【巡回相談】●西牟婁振興局 7月12日　●伊都振
興局　7月26日　受付 11～15時

県民相談 t073（441）2356
【常設相談】月～金曜日　場所 県庁県民相談室
【弁護士による相談】7月28日、8月11日　
場所 県庁県民相談室　受付 9～11時
【移動相談】①高野町中央公民館　7月25日　
②本宮町山村開発センター　7月31日　※①伊都
振興局t0736（33）4900 ②東牟婁振興局t0735
（21）9605へ電話予約必要（先着10人）

高齢者相談 t073（435）5212
場所 県高齢者総合相談センター（和歌山ビッグ愛7階）
【常設相談】月～金曜日　
【弁護士による相談】7月21日 要電話予約

難病等子どもの病気の相談 t073（445）0520
場所 県子ども保健福祉相談センター（県立医大附属病院3階）
受付 9～12時、13～16時30分（月～金曜日）
すこやか子育てテレフォン相談 t073（425）8988   
家庭教育や子育ての悩み、不安について
受付時間 毎週火・木・金曜　13～24時
（祝日を除く） 水曜　13～19時

土曜　11～17時
※受付時間以外は同番号FAXへ

東京便が1日3往復に
7月から南紀白浜空港と羽田空港（東京）を結ぶ定期便が1日3往
復に増え、南紀地方と首都圏を結ぶ空の旅が便利になりました。
白浜→東京 東京→白浜

10:55→12:00 8:55→10:05
15:20→16:25 12:45→13:55
19:15→20:20 17:30→18:40
問合せ
県庁港湾課　t073（441）3157

ふ
れ
愛

紀
州
路

和
歌
山
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
　

会
員
募
集

和
歌
山
に
興
味
が
あ
り
、
こ
よ
な
く
愛

し
て
い
た
だ
け
る
方
々
の
ク
ラ
ブ
、
和

歌
山
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
が
来
年
６
月
30
日

ま
で
の
会
員
を
募
集
。和

歌
山
県
の
観
光

情
報
な
ど
を
送
付

す
る
ほ
か
、
県
内

約
100
カ
所
の
協
賛

施
設
で
割
り
引
き

等
の
優
待
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

年
会
費

１
、５
０
０
円

問
合
せ
先

県
観
光

連
盟
t
０
７
３（
441
）

２
７
７
５

有
田
平
野
か
ら
紀
伊
水
道
ま
で
一
望
で
き
る
鷲わ
し

ケ
峰
山
頂
に
風
力
発
電
設
備
が

完
成
し
ま
し
た
。
直
径
30
ｍ
の
３
枚
羽
の
風
車
が
起
こ
す
電
気
は
風
車
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
や
街
路
灯
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
風
力
発
電
施
設
の
建
つ
公
園
「
鷲
ケ
峰
コ

ス
モ
ス
パ
ー
ク
」
も
完
成
し
ま
し
た
。
公
園
に
は
、鷲
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
休
憩
所
、
遊
歩
道
、
子
ど
も
や
花
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
整
備
さ
れ
て
い
て
、
コ
ス

モ
ス
の
名
所
に
新
し
い
魅
力
が
加
わ
り
ま
し
た
。

問
合
せ
先

t
０
７
３
７（
52
）２
１
１
１
役
場
産
業
課

（
吉
備
町
）

国道24号と平行して紀ノ川左岸を走る主要県道
和歌山橋本線の粉河町東出～那賀町西脇間のバイ
パス（全長1,640ｍ）が完成しました。この区間
は、自動車の対向が困難な狭い道路でしたが、バ
イパスの完成により快適に通行できるようになり
ました。今後、地域の交流や産業の振興に大いに
役立つものと期待されています。

美
し
い
リ
ア
ス
式
海
岸
の
方
杭

か
た
く
い

に
、
露
天
風

呂
や
食
堂
、
大
広
間
を
備
え
た
温
泉
館
「
海
の

里
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
温
泉
「
み
ち
し

お
の
湯
」
の
泉
質
は
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
・
カ
ル
シ

ウ
ム
泉
。
浴
室
か
ら
は
、
紀
伊
水
道
の
景
色
を

楽
し
め
ま
す
。
ク
エ
料
理
や
海
釣
り
、
海
水
浴

な
ど
海
の
魅
力
を
堪た
ん

能
で
き
る
日
高
町
に
、
ま

た
一
つ
海
辺
の
魅
力
が
で
き
ま
し
た
。
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主要県道和歌山橋本線の難所解消

広報誌「W-ing」（ウイング）
第12号ができました
人々と海を結び、産業・流

通・生活を支えてきた港。社
会・経済環境の変化とともに、
その期待される役割は多様か
つ高度になってきています。
今回は、そんな港の姿を紹介します。
県庁広報広聴課、各振興局県民行政部総務課でお渡しし

ます。郵送ご希望の方は、住所、氏名を記入し、切手200
円分を同封のうえ、県庁広報広聴課へ。

問合せ 県庁広報広聴課t073（441）2032
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県道和歌山橋本線�

テーマ「21世紀へのメッセージ」
もうすぐ21世紀　みなさんにとって20世紀はどんな時代でしたか
20世紀の思い出を　21世紀への夢や希望を　写真に託してください

コ
ス
モ
ス
の
丘
の
風
力
発
電

募集規定
応募資格 県内に在住または通勤・通学の方
サイズ カラー、白黒ともにキャビネサイズ

（120mm×170mm）以上4つ切りまで。ワイ
ド4つ切り不可。組み写真不可。

記載事項 作品の裏面にタイトル、撮影日時、撮影場所、
住所、氏名、年齢、職業（勤務先または学校
名）、電話番号を記入した応募票（自作可）を
貼付のこと。

応募点数 制限なし
応募期限 9月30日まで
その他 撮影地は和歌山県内に限る

審査と発表
審　　査 和歌山県が委嘱した審査員による
発　　表 10月中旬、入選者に直接通知
展　　示 県内数カ所で入賞、入選作品を展示
賞 知事賞　 1人（5万円、賞状、記念品）

特　選　 1人（3万円、賞状、記念品）
準特選　 2人（1万円、賞状、記念品）
入　選　15人（賞状、記念品）

そ の 他
・入賞、入選作品の著作権は和歌山県に帰属します。ま
た、選外作品についても作者の了解の上、広報紙等へ
掲載する場合があります。

・作品は未発表のものに限ります。
・入賞・入選者は通知があり次第、原版を提出願います。

応募先・問合せ

県庁広報広聴課　〒640-8585 t073（441）2030
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